
 

第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）開催基本計画 Ver.２の概要 

 

〇 2019 年 11 月に策定した第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）開催基本

計画について、実施競技・競技会場の決定など大会の検討・準備が進捗している

ことから、計画を更新する。 

 

１ 計画の内容（項目） 

第１章 概要 

 1.1 原則及びマーク（スローガン、エンブレム、マスコット） 

  2 大会の詳細情報（大会名称、大会期間、参加者数 他） 

3 運営体制 

第２章 運営 

 2.1 競技（競技プログラム、競技関連業務、競技用備品、表彰式 他） 

  2 式典及び文化プログラム（開閉会式、聖火リレー、文化プログラム 他） 

  3 競技大会施設（競技会場） 

  4 宿泊（選手団宿泊施設、大会関係者宿泊施設） 

  5 競技大会要員（組織･人材、ボランティア、教育･研修、ユニフォーム 他） 

  6 競技大会の物品（調達、レートカード、通関(税関)） 

  7 輸送（輸送実施体制、到着/出発時・開閉会式時・競技時の輸送 他） 

  8 情報技術（情報システム、電気通信サービス、気象情報、計時計測 他） 

  9 メディア（メインメディアセンター、放送、報道、メディアサービス） 

  10 国際関係（OCA との協力、NOC との協力、会議） 

  11 プロトコル（場所別プロトコル） 

  12 アクレディテーション（資格認定カードの権限等の設定 他） 

  13 警備（実施体制、対策） 

  14 大会プロモーション（インターネットの活用、PR イベント 他） 

  15 マーケティング（スポンサー、ライセンス付与及び商品化計画、チケッティング） 

 

 



 

２ 計画の主な内容 

1.2 

大会の詳細情報 

‣参加者数 ※開催都市契約どおり 

 選手団 (選手･チーム役員) 上限 15,000 人 等 

2.1 

競技 

‣競技数 41 競技 (OCA 総会(2023 年 7 月)で決定) 

‣競技プログラム (競技･種別･種目、会場、日程)を大会２年前まで

に OCA へ提出 

‣実施競技の全ての種別でテストイベントを実施する機会を確保 

2.2 

式典及び文化プ

ログラム 

‣入村式を名古屋コンベンションホールで実施 

‣聖火リレーについて、県内各自治体･県外の競技会場所在自治体で

行う方向で検討 ※各自治体の合意を前提として実施 

2.3 

競技大会施設 

‣55 競技会場（仮決定済み） 

‣IF/AF の視察を受け、合意の上で順次 OCA へ報告･承認を得る。 

2.4 

宿泊 

‣選手村を新たに整備せず、既存の宿泊施設を活用する。 

‣選手団 最大 15,000 人のために宿泊施設を提供する。最終的な確保

数等は、今後、OCA との協議により決定する。 

‣OCA ファミリーに最低限 2,000 室、技術役員に最大 350 室、メデ

ィアに最低限 3,000 人分の客室を確保  ※開催都市契約どおり 

‣県内にあるシンボリックな施設に、選手･関係者のための特設交流

エリアを設置 

2.7 

輸送 

‣運転要員や車両及び車両待機場の確保に向けて、交通事業者等の

各関係機関と協力体制を構築する。 

‣開閉会式には、多くの関係者がバスで来場するため、交通規制の

実施等について関係機関と協議･調整を行う。 

‣選手団の宿泊施設を起点とし、競技日程等に沿って、各競技会場･

練習会場との間を専用バスで移動できるサービスを提供 

2.9 

メディア 

‣国際映像制作体制を構築し、大会の様子を配信するための国際映

像･音声を制作･配信する。 

‣放送権者のニーズと過去大会の放送実績を踏まえた生中継の実施

を検討する。 

2.13 

警備 

‣選手団宿泊施設は、大会関係エリアにチェックポイントを設けて

関係者以外の入場を防止、金属探知機等を活用した身体検査や、

手荷物検査により危険物の持ち込みを防止 

2.15 

マーケティング 

‣OCA の承認を受けたスポンサーシッププログラムに基づき、スポ

ンサー候補企業へセールスを行い、スポンサー契約を締結 
 


